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１．バランスシート探検隊について 

 バランスシート探検隊とは、多くの方に自治体の財政状況などを理解しても

らうため、財務書類※ 

 を基に財政状況や公共施設等の現状を調査・分析する取り

組みであり、千葉県習志野市が全国で初めて実施した事業です。 

本市では、平成２９年度に引き続き２回目の実施となり、今回は、インフラ資

産である「橋梁」と「トンネル」を研究テーマとして取り組みました。 

 今回も千葉大学との協働事業として実施し、千葉大学の大塚教授を隊長とし

て、千葉大学学生（大学生隊員）、市民（市民団体隊員）及び市職員（職員隊員）

で構成されています。 

※財務書類とは、企業会計に用いられる発生主義の考え方に基づいて作成された財務資 

料であり、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書及び資金収支計算書の 

４表のことです。 

 

 

 

 

 

 

君津市バランスシート探検隊     ホーリーさん 

  隊長 大塚教授           （この報告書の解説をサポートするキャラクター） 

 

２．君津市の概要 

（１）君津市の紹介 

 君津市は、昭和４５年に君津町、小糸町、清和村、小櫃村、上総町の５町村が

合併して君津町となり、昭和４６年に市制施行し、君津市となりました。県内で

も市原市に次いで２番目の広さを誇っています。 

また、東京湾アクアラインの開通後、君津市から都心へのアクセスは飛躍的に

向上しました。更に、都心から約１時間という距離にありながら、水と緑に恵ま

れた豊かな自然が残っている市です。 

人 口：８４，３２２人（平成 31年 4月 1日時点） 

面 積：３１８．８１ｋ㎡ 

市の花：ミツバツツジ 

市の木：キャラボク 
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（２）人口の推移 

 君津市の人口は、平成７年４月１日時点の９３，６１５人以降減少しており、

平成３１年４月１日時点では、８４，３２２人となっています。令和２年度以降

は推計値であり、今後も人口は減少していくことが予測されます。 

 

Ｒ２以降は国立社会保障・人口問題研究所の推計値を引用 
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（３）歳入の推移 

 歳入は、３００億円前後で推移しています。今後、人口が減少していくことが

予測されており、歳入の大幅な増加は見込みづらい状況です。 

 

 

（４）歳出の推移 

 歳出は、２９０億円前後で推移しています。今後、老朽化した公共施設等の更

新などが迫っており、限られた財源の中でのやりくりが課題になると考えられ

ます。 
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（５）財政調整基金の推移 

 財政調整基金とは、景気の影響など、市税収入が年度によって増減するため、

収入が不足することに備え、年度間の不足に対応するため貯えている貯金とな

ります。ここ数年は、３０億円代で推移しています。 

 

（６）経常収支比率の推移 

 経常的な収入に対して、給料、借金の返済、福祉にかかる費用をはじめ、毎年

必要とされる経常的な費用を支払ったお金の割合のことをいいます。この割合

が低いと、施設の整備や、災害復旧、新たな市民サービスなどへ柔軟に対応する

ことができます。 
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（７）平成２９年度決算の貸借対照表（一般会計等） 

 貸借対照表とは、年度末時点での資産や負債、純資産の残高を表しています。

負債は将来の世代が負担していくもの、純資産は過去の世代や国、県の負担で既

に支払いが済んでいるものです。 

 

（８）平成２９年度決算の行政コスト計算書（一般会計等） 

 行政コスト計算書とは、１年間の行政運営コストのうち、資産形成につながら

ない行政サービスに要したコストを表示するとともに、これらの行政サービス

に対する財源として、使用料・手数料などの経常収益を表示しています。 

  ※移転費用とは、補助金などで他の主体に移転して効果が発生するコストです。 
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（９）平成２９年度決算の純資産変動計算書（一般会計等） 

 純資産変動計算書とは、純資産（過去の世代や国・県が負担した将来返済しな

くてよい財産）が１年間にどのように増減したかを表示したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）平成２９年度決算の資金収支計算書（一般会計等） 

 資金収支計算書とは、１年間の資金の増減を業務活動収支、投資活動収支、財

務活動収支に区分し、どのような活動に資金が必要であったかを表しています。 
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３．バランスシート探検隊の取り組み 

（１）大学生隊員及び職員隊員による第１回事前勉強会 

 日程：令和元年６月２７日（木） 

 場所：千葉大学西千葉キャンパス 

 内容：地方自治体の財政と財務書類（大塚教授） 

君津市の概要など（経営改革推進課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

君津市の財政状況は、まだ余裕があると思っていました。 

公共施設等の資産が多いと、将来の負担になる可能性があるん

ですね。 

君津市の財政状況は、決して余裕があるわけではありません。 

今後、老朽化した公共施設等の建て替えなどが迫っており、将来的

に財政がさらに圧迫される可能性があります。資産が多いということ

は、それだけ老朽化への対応も必要になります。 
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（２）大学生隊員及び職員隊員による第２回事前勉強会 

 日程：令和元年７月１８日（木） 

 場所：千葉大学西千葉キャンパス 

 内容：インフラ資産とは何か（大塚教授） 

    君津市のインフラ長寿命化修繕計画について（道路整備課） 

    グループワーク（４グループに分かれて見学施設の概要などを確認） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

君津市では、平成２９年度末時点で、橋梁を２２７橋、トンネルを

４７本も管理しているとは知りませんでした。しかも、５０年以上経

過したものも多いので、今後の維持管理が課題になりそうです

ね。 

また、道路整備課の担当者の方からは、ドローンを活用した橋

梁点検の映像を見せていただき、今後、ドローンを活用して法

定点検を行うことで、点検費用の削減が期待できることを知りま

した。 

本日の勉強会では、橋梁とトンネルの現状についてグループごとに

話し合い、８月の現地調査の際は、インフラ資産がどのように役立っ

ているのか確認し、課題を解決するための方法を考えましょう。 
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（３）結団式及び施設見学 

 日程：令和元年８月２９日（木） 

 場所：本庁舎５階小会議室 

 内容：バランスシート探検隊結団式 

４施設の施設見学 

 

≪結団式の様子≫ 

 

≪施設見学の様子≫ 

駅前大橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋の裏側から見ることで、橋の上を通るだけでは分からなかった 

構造について確認することができました。 
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大盛橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水トンネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真で確認した印象よりも、かなり老朽化していることが分かりました。 

橋を架け替える計画があることにも納得ができます。 

清水トンネルの拡幅工事には、多くの工程があることを教えてい

ただきました。また、清水トンネル内には、水道管や電気配線な

ども通っており、配慮しながらの工事は大変で時間がかかること

が分かりました。 
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藤林隧道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に見てみるとかなり老朽化していることが分かりました。 

トンネル内の一部の金属部分では、腐食で穴が開いているところも

あり、また、漏水している部分もありました。 

実際に現地に行って見てみると、資料や写真などでは分からないこと

に気づけたと思います。 

施設について考える際には、現場を見ることが大切です。 
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（４）報告資料作成 

 日程：令和元年８月３０日（金） 

 場所：本庁舎５階小会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで考えると、自分１人では思いつかない意見などが沢山でて

きました。報告資料の作成や発表の練習など、あっという間に時間が

過ぎました。 

これまで学んできたことや現地を見て感じたことをまとめ、インフラ資

産の課題を解決するための方法について、皆さんで意見を出し合

い、協力して進められていました。 
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（５）君津市の財政状況に関する講演会 

 日程：令和元年８月３０日（金）午後３時～ 

 場所：君津市立中央図書館視聴覚室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴講した若手職員の感想 

 

○経常収支比率が高く、蓄えにまわせる余力が少ない中で、市民の利便性を高める 

ために、いかにロスを減らしていくか考えながら業務に取り組んでいきたいです。 

○コストは減らせばいいと単純に考えていましたが、まずは、そのコストが必要か、また、 

必要である裏付けを説明できるようにならなければいけないと思いました。その上で、 

削るところは削るなど、対応していきたいと思いました。 

○所属している課で管理している施設の老朽化が目立ちはじめている中での講演だ 

ったため、とても参考になるとともに、この問題がより身近に感じました。また、市域が 

広いための維持管理にとても費用がかかることが分かりました。 

○資産が負担であると考えたことはありませんでしたが、講演を聞くとそのとおりだと思 

いました。過去の分析の重要性についてもよく理解できました。 

○今まで、財政状況について考えたことがありませんでしたが、今の君津、将来の君 

津についての講演を聞き、１人ひとりがコストをきちんと説明できるようにしたいと思 

いました。普通に事業を進めるのではなく、なぜこの事業をするのかを考えていきた 

いです。 

君津市の若手職員向けに大塚教授より「君津市の財政状況に

関する講演会」が行われました。 

職員の皆さんは、とても真剣に聴いていました。 
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（６）バランスシート探検隊による報告会及び解団式 

 日程：令和元年８月３０日（金）午後４時１５分～ 

 場所：君津市立中央図書館視聴覚室 

 

≪報告会の様子≫ 

駅前大橋グループ                      大盛橋グループ 

 

清水トンネルグループ         藤林隧道グループ 

 

≪解団式の様子≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、暑い中２日間

お疲れさまでした。 
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４．各グループの報告内容 

（１）駅前大橋グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16 



17 
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22 
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大塚隊長より講評 

橋梁は道路の一部ですが、単なる道路以上の役割を果たすこと

が期待された施設になっていることもあります。椅子などが設置され

ている駅前大橋もその一例です。 

しかし、作っただけでその役割が果たされるわけではありません。

駅前大橋は交通量もあり、すぐに架け替えが必要であるわけではあ

りませんが、当初の建設の意図に沿った活用がなされているとは言

いにくいように思います。建設に使ったお金を無駄にしないために

も、建設後に施設を活かすための取り組みが求められるでしょう。 

小宮隊員（グループリーダー）よりコメント 

駅前大橋は稼働年数 11 年と新しい施設ですが、その規模やシ

ンボルとしてのポテンシャルから、今後の維持と活用について意識

的に考える必要がある事を発見することができました。 



24 

（２）大盛橋グループ 
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大塚隊長より講評 

 大盛橋は架け替えの作業が進められていますが、その作業は周辺

住民の皆さんの生活に大きな影響を与えることが確認できました。 

また、拡幅の是非の検討など架け替えにあたっての検討課題も多

く、単に同じものを作り直せば済むというわけではないことも分かりまし

た。それだけに、インフラ資産の更新には時間が必要であり、早い段

階から検討を進めていくことが必要でしょう。 

橋梁等のインフラも維持するうえでの負担がある資産であることを

意識していくことが必要であるように思います。 

石𣘺隊員（グループリーダー）よりコメント 

 今回の活動を通して、生活インフラの撤去、建て替えには多大

な費用がかかるため、その決定には検討を重ねることが必要だと

分かりました。一つ一つの公共施設の将来の利用状況、必要性

について市民の方と市役所の方が一緒に考えることで、全体に

必要な費用を少なくすることも出来ると思いました。日頃から自分

の住む地域の公共施設について考えてみたいと思います。 
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（３）清水トンネルグループ 
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伊藤隊員（グループリーダー）よりコメント 

 自治体の財政を圧迫し得る資産は統廃合などを通して効率的に管

理しなければならないと言うには容易いですが、実地調査をしてみる

と、帳簿上からは読み取れない劣化や欠陥、近隣住民の利用状況

など、安全な維持や統廃合が難しい実態があることが分かりました。   

効率よく市民の生活の質の向上を行うことの難しさを実感する、この

バランスシート探検隊のような活動がより広まり、資産管理のあり方が

見直されるべきだと思いました。 

大塚隊長より講評 

 清水トンネルの工事現場で、トンネルの更新のための工事がどれほど

大規模なものになるのかを実地に見学することができたのは非常に有

意義でした。壁面のみを作り直せば済むのでなく、水道などの付随する

他の施設との関係を踏まえた対応が必要であり、工事は非常に大規模

なものにならざるを得ません。しかし、工事を行う以上は、毎年少しずつ

直していくのではなく、一気に全体を作り直す必要があることも分かりま

した。それだけに、インフラ資産に関する検討は大きな問題として捉え

る必要があることが確認できました。 
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（４）藤林隧道グループ 
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渡邉隊員（グループリーダー）よりコメント 

 藤林隧道はかなり老朽化していますが、利用者は気にしているの

かが気になりました。実際にトンネルを利用する車や地域住民にイ

ンタビューを行い、利用者の生の声を聞いたところ、我々と利用者

の間でトンネルに対する意識のギャップがあることが判明し、そのす

り合わせの上で対話が必要であると考えます。現地を見学するバラ

ンスシート探検隊ならではの調査結果を得ることができました。 

大塚隊長より講評 

 トンネルは通過してしまうものなので、劣化の状況が把握されにくい

傾向があります。藤林隧道も劣化が進んでおり、対策が必要になって

きていると考えられます。ただ、インフラは市民の皆さんの生活に直接

に関わる施設でもあり、単に土木工学上の問題や財政上の問題として

だけで検討することが適切であるとは言えません。バランスシート探検

隊のメンバーが周辺の住民の皆さんに対するインタビューを行ったこと

で、周辺の住民の皆さんのニーズを踏まえた検討を行うことが必要で

あることが確認できました。 
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聴講した若手職員の感想 

 

○市が情報をしっかり発信し、情報提供する事で、市民の方の関心を集める事が出来、 

より良い方向へ進めると思いました。 

○バランスシート探検隊の報告も取り入れて、君津市全体がどのようにすれば市民が 

安心して、市民も納得できる方法なのか話し合い、より良いまちづくりができるように 

取り組みたいと思いました。 

○市としての財政状況が良くない中で、コストをかける部分を選択することはとても重 

要だと感じました。その中でも、資産の維持にかかるコストはとても大きいので、利用 

率や安全性など踏まえた上で、より市民が生活しやすい地域づくりをする必要があ 

るとわかりました。 

○どのグループも、すごく細かく調べていただいていて、大変勉強になりました。君津 

市が現在所有しているインフラ施設等は、老朽化しているものが多いと思います。 

旧式なものを最新なものに替えるということは費用もその分大きくなるということであ 

るため、必要性を理解し、時間をかけて修繕の計画を立て、少しでも「ロス」を発生さ 

せないことが大切であると感じました。 

○市としてだけでなく、住民と市の認識の差をなくしていくことが必要であると考えまし 

た。また、市職員、市民ともに、知識をつける必要があると感じました。 

 

 

 

 

道路整備課職員よりコメント 

 

 

今回、橋梁とトンネルの個別の概要と道路施設における老朽化の全体的な課題や

取り組みを説明させていただき、学生や市民の参加者がこれからのインフラのあり方を 

考えるきっかけになったことに成果がありました。 

道路整備課では、地域のインフラを将来世代に引き継ぎ、そして安全に利用できる

ように点検や修繕などの取り組みを継続してまいります。 
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５．活動を終えて 

 （１）隊員代表よりコメント 

 

 

 

 

髙木隊員 

 

インフラの実地調査や実際に管理されている職員の方にお話を聞かせていた

だくなど、貴重な経験をさせていただき、ありがとうございました。市民団体の

方や職員の方といろいろな視点で話し合いながら、インフラ資産の捉え方を考

えることができました。また、実地調査では、事前学習での財務書類をもとにし

た学習が、より納得できるものになったとともに、財務書類で推測していたもの

と差があることも分かりました。資産にもなるが将来負債を生み出すものにも

なるという点、そして簡単になくすことができないという点で、インフラ資産は

捉え方が難しいと感じました。 

インフラ資産は、償却しきってしまうと修理などのコストが莫大にかかりま

すが、維持の工夫をすることで費用を抑えて長く使い続けることができます。こ

れらを我々が理解することで、インフラ資産を「維持していくための財源」が確

保しやすくなるのではないかと思いました。 

 

（２）大塚隊長よりコメント 

 今回の君津市バランスシート探検隊ではインフラ資産をテーマとして取り上

げ、具体的には橋梁とトンネルについての実地見学と検討を行いました。自治体

が保有する施設については、いわゆる「箱モノ」と呼ばれる公共施設の問題が取

り上げられることが多いのですが、インフラ資産も重要な施設であり、その老朽

化が問題になっています。今回のバランスシート探検隊の活動を通じて、君津市

においてこれまで整備されてきたインフラ資産をどのように維持していくのか

が大きな問題となることが確認できたように思います。 

  橋梁やトンネルは通過してしまう施設なので、それらの施設自体をじっくり

と見て考えることは少ないかもしれません。しかし、今回のバランスシート探検

隊の活動で明らかになったように、インフラ資産は公共施設以上に生活に密着

した施設でもあります。そして、いざインフラの更新を行うことになると、その

工事は非常に大規模なものになり、地域に与える影響も大きくなります。今回の

バランスシート探検隊で実際に検討することができた橋梁やトンネルは君津市

のインフラ資産の中のごく一部ですが、インフラ資産に関して検討をすべき問
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題は多岐にわたることが分かりました。 

  公共施設と異なり、インフラ資産は統廃合によって維持負担を軽減すること

が基本的にはできません。更新にあたって規模を縮小することはできるかもし

れませんが、地域の住民の皆さんの生活と密接に結びついた施設であるだけに、

現在あるものを維持していくことが大前提になります。ただし、今回のバランス

シート探検隊の活動を通じて、「インフラ資産を今後どうしていくのか」は、市

に任せきりにすることができる問題ではなく、地域住民の皆さんと一緒になっ

て考えるべき問題であることが明らかになりました。それだけにインフラ資産

に関して将来に向けた方針を決めるためには時間がかかります。しかし、インフ

ラ資産の老朽化はすでに進んでいます。市の面積が広く、インフラ資産が他の自

治体よりも多い君津市においては、早急に検討を進めていくことが必要でしょ

う。 

 

６．おわりに 

 君津市では、平成２９年度に引き続き、２回目のバランスシート探検隊を実施

しました。実施にあたりましては、千葉大学大学院教授の大塚様、参加いただき

ました大学生、市民の方々のご協力をいただき、無事に終えることができました。

この場を借りて改めて厚くお礼を申し上げます。 

 今後も、多くの方に本市の財政状況について理解を深めていただけるよう取

り組んでいきたいと思います。 

君津市バランスシート探検隊報告書 

令和元年１２月 

君津市 企画政策部 経営改革推進課 


